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S P“水の電気分解”から垣間見える世界

・タイトル

水の電気分解から垣間見える世界
・概要

中学2年の“水の電気分解”では、陽極（カーボンまたは白金）から酸素が１に
対し陰極から水素が２発生することを習います。尚、教科書には出てきませんが、
陽極をアルミに代えるとガス発生はどうなるのかを試します。教科書通りになら
ない事例を実験で見ることで“何故、自分の予想と違う結果になったのか？“と
疑問を抱かせ、好奇心を煽ることをコンセプトとして実施しています。

因みに、“水の電気分解”の原理を応用し製造されたアルミサッシは富山県の
代表的な産業の一つになっており、当日は実際にアルマイト皮膜をつくったり染
色もし、一円玉と比較しながらその性能評価も行い、楽しみます。

尚、この受講を機に、“学校で学んだことが世の中のどの様なところに使用さ
れているのか“について考える習慣をつけて貰えればと願っております。
（詳細については、次項以降の資料を参照願います。）

・準備時間 １時間３０分 ・出前講座時間 ２時間

・拝借備品 水道水、100Vコンセント、実験用机（１m×２m 程度）
尚、約ｐH２程度の廃液５リットル程度が発生しますので、

約2gNaOHで中和願います。
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白金メッキ付チタンをアルミに変更すると、
電流、ガス発生はどうなるのか？

実験“水の電気分解”とアルマイト技術

Q

？

実験しながらの説明だったので理解できた。また、教科書にない現象については
とても面白かったです。

ｱﾝｹｰﾄ結果
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・予め、黒色インクを付けたアルマイトを染色したらどうなるか？

黒色インク

アルマイト

最後に
エタノールで拭く

手や体を
動かし、

体験させる

実験“アルマイトと染色”

Q

実験や解説を通して化学のすごさを実感し、不思議なところをもっと調べてみたいと思った。

ｱﾝｹｰﾄ結果
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性能評価：アルミとアルマイト皮膜（酸化物）

一円玉と
比較

アルミニウムの1円玉とコーティングされたものを比較し、その違いから
日常の中に隠されている”化学”を間近で見られたので良かったと思いました。

ｱﾝｹｰﾄ結果

注）貨幣を科学実験に用い外観、形状、重量が変化し、実験後に貨幣として使用出来なくなった場合は
貨幣損傷等取締法で罰せられます。（2023.7.28財務省理財局）

硬さ 電気電導性

アルミ

＋
染料

傷はつくのか？ 豆電球は
点灯するか？
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水の電気分解
⇒ アルマイトに応用

⇒ アルマイト物性を活かした産業

これからも、“学校で学んだことが世の中のどの様なところに
使用されているのか“について、考える習慣をつけてください。
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アルマイト＋染料

アルミ

染料

・生成した物質は元の物質とは異なります。
４Al ＋ ３O2 ⇒ ２Al2O3

もとの物質 生成してできた物質

付着性 薬品性 硬さ

・最後にアンケートに
感想を記入して頂きます。

①アルマイト実験 （②化学燃料電池）

正味
時間

20分（染色は②、③の
10分 10分

備考
１か所に集まり、アルマ
イト実験状況（酸素、水

１か所に集まり、
実験状況を観察

事前に作成した試験片
を用い、

各自の席で評価する
↓

試験片を持ち帰る

・理科を学ぶ意義や学んだことをどのように生かしていけばよいのかなど、普段、
教員から言っていてもなかなかしっくりこないことを技術士としてご活躍されてい
る方から聞いたことで、生徒にとって、改めて学ぶ意義を感じられたと思います。

（中学校科学クラブ 顧問）

出前講座実施後のアンケート結果
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実験
（アルマイトと染色）

実験
（水の電気分解）

2023.3.28 実業建設新報社に掲載

授業開始時

当日の写真・新聞記事

お土産
（アルマイト染色
キーホルダー）
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